
 やかまし村の子どもたち 

アストリッド・リンドグレーン/作 

大塚勇三/訳 

岩波書店 

 949.83 リ 

ぐらぐらの歯 

きかんぼのちいちゃいいもうと その 1 

ドロシー・エドワーズ/作 渡辺茂男/訳 

酒井駒子/絵 福音館書店 

933.7 エ 

 

 お皿のボタン 

たかどのほうこ/作 偕成社 913.6タ 

ルドルフとイッパイアッテナ 

斉藤洋/作 杉浦範茂/絵 講談社 913.6サ 

迷子になった黒ねこのルドルフは、ボス

ねこのイッパイアッテナに助けられま

した。イッパイアッテナは、けんかに強

いだけではなく、人間の字も読めるねこ

だったのです。 

 

小学校３・４年生むき 

この本よんだ？ 
 夏だ！夏だ！ 特集号 Vol.１ 

 

がんばれヘンリーくん 

ベバリイ・クリアリー/作  

                  松岡享子/訳 

ルイス・ダーリング/絵 

学研教育出版 933.7 ク 

 

 

ヘンリーくんは小学３年生の男の子。ある日、町で 

のら犬を見つけて、こっそりバスに乗せてつれて 

帰ろうとしますが、大さわぎになってしまいます。 

                      

ゆかいなホーマーくん 

ロバート・マックロスキー/作 石井桃子/訳 

岩波書店 933.7 マ  

ホーマーくんの毎日は、ゆかいなことばかり。 

ペットのスカンクと強盗をつかまえたり、ドーナツ 

の洪水にまきこまれたり、そのたびに、ホーマー 

 くんは大かつやくします。             きかんぼのちいちゃい妹は、リンゴをかじ 

                          っているときに、ぐらぐらの歯があること 

 おばけさんとのやくそく          に気がつきました。妹は、とくべつな事だ 

上田真而子/作 福音館書店 913.6ウ    と思ってとくいになりました。 

                         

黒ネコジェニーのおはなし 1～３ 

エスター・アベリル/作・絵 松岡享子 張替恵子/共訳 

              福音館書店 933.7 ア          

 

 

 

 

 

ジェニーは、はにかみやの小さな黒いネコです。 

ジェニーは、なかまのネコたちがいるキャット・ 

クラブに入りたいのですが、それには何か得意 

なことがないといけません。 



 子ねずみラルフのぼうけん 

ベバリー・クリアリー/作 

谷口由美子/訳 赤坂三好/絵 

童話館出版 933.7ク 

エーミールと探偵たち 

エーリヒ・ケストナー/作 高橋健二/訳 

W.トリヤー/絵 岩波書店 943.7 ケ 

 

 

 

 

 

エーミールは、おばあさんに会いに行く

とちゅう、電車の中でお金をぬすまれて

しまいました. 

 

百まいのドレス 

エレナー・エスティス/作 石井桃子/訳 

 ルイス・スロボドキン/画 岩波書店 933.7 エ 

いつも同じ服を着ているワンダが「ドレス百

まい、持ってるの」と言うので、クラスの女

の子はからかわずにいられませんでした。 

すばらしいとき 

ロバート・マックロスキー/文・絵 

わたなべしげお/訳 

                 福音館書店 

 E903.6 マ 

ゲーターガールズ ふたりはなかよし 

ジョアンナ・コール と  

 ステファニー・カルメンソン/共著 吉上恭太/訳 リリ

リン・マンシンガー/画 小峰書店 Ｄ933.7コ 

ワニのエミーとアリ－は大のなかよし。今日

は夏休みの一日目。ふたりは「夏休みにやる

こと」七つのリストを作りました。 

キツネ山の夏休み 

富安陽子/作・絵 あかね書房 913.6 ト 

 

弥(ひさし)は、夏休みにおば 

あちゃんの住んでいる稲荷 

山に遊びに行きました。そ 

こは、百八ぴきのキツネが 

見守るふしぎな町だったの 

です。 

 

 

 

 

 

 

バレエをおどりたかった馬 

H.ストルテンベルグ/作 菱木晃子/訳 

さとうあや/絵 福音館書店 949.63 ス 

いなかに住んでいた馬は、初めてバレエを見た 

とたん、バレエが大すきになってしまいました。 

そこで、町へ行ってバレエ学校に入学すること 

にしました。 

 

火曜日のごちそうはヒキガエル 

ラッセル・E.エリクソン/作 佐藤凉子/訳  

ローレンス・ディ・フィオリ/絵 評論社 933.7 エ 

 

大どろぼうホッツェンプロッツ 

 

オトフリート・プロイスラー/作 

        フランツ・ヨーゼフ・トリップ/絵 

        中村浩三/訳 偕成社 943.7プ 

    

ホッツェンプロッツは、だれもが知っている大ど    

ろぼう。ある日、おばあさんから大事なコーヒー  

ひきをうばっていきました。まごのカスパールと 

友だちのゼッペルは、ホッツェンプロッツのかく 

れがをつきとめようとします。 
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